第２期　第５回　教育関連学会連絡協議会運営委員会　議事要旨

日　時：2017年3月18日（土）12時～13時
場　所：学習院大学北一号館２階　教育学科共同研究室
出席者：佐藤学（委員長）、大桃敏行　勝野正章　角屋重樹、加野芳正、深澤広明、松浦良充、三石初雄
欠席者：秋田喜代美、金子元久、藤田英典
出席者８名で、本運営委員会は成立した。

1． 会の現況について
　日本学術会議会員が今年10月に改選されることに伴い、本協議会の運営委員も次回総会時に改選の時期を迎えることが確認された。黒後事務局員から会費納入状況および会計報告があった。また、現在加盟団体は７０学会であるが、大学美術教育学会から脱会の申し出があったため、総会で承認されれば６９団体となる。

２．活動方針について
[bookmark: _GoBack]　佐藤代表より世界教育学会（WERA）大会の日本開催について報告があった。日本教育学会が、2019年学会大会にあわせて開催するよう申請しているところである。今後は他学会とも連携して2018年ごろに国際シンポジウムを開催したり、WERA大会での発表を促進する等の活動を予定している。本協議会も、共催するかたちでシンポジウムやワークショップなどを企画してゆく方向で合意を得た。

３．今後の日程について
　次回運営委員会は8月25日（金）12時～13時、桜美林大学にて開催する。総会は2018年3月17日（土）13時から開催する。運営委員会も同日12時から開催する。

４．その他
　日本教育経営学会より、本協議会の活動が見えにくいことと、設立趣旨に含まれていた、教育関連の研究予算の確保についてはどのように進んでいるのか意見と問い合わせがあった。また、運営委員を代表制とし、学会の代表が変わった際に運営委員も交代することが提案された。
これに対し、研究予算の確保については、具体的な要望を各団体から提案してほしいという意見が出された。代表制については、加盟団体の代表者（＝協議会担当者）個人を対象にして選出しているため難しいことと、学会の代表と協議会担当者は別でよいということが再確認された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
